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図 1. 開発した比較的高温でも硬さの低下の少ないアルミニウム合金。 150～250℃で熱処理
したときの硬さ変化曲線。
図2. 直径3mmに押出し加工された MgB2/Al複合材料線材の外観。
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図3. SLEEM検出器を使用して観察されたAh03/Al-Mg-Si合金における Ah03粒子／Al母相
界面の反応生成物（MgAh04粒子）。
